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研究要旨：本年度は、岩手県における肝炎医療コーディネーター（Co）養成研修会とス

キルアップ講習の歴史と変遷について検討を行った。 

(1)岩手県における肝炎医療 Co養成研修会の歴史と変遷 

 ①県主導で 2011 年度より肝炎医療 Co 養成研修会を開始し、2011 年度～2023 年度ま

でに 451名の肝炎医療 Coを養成し、全市町村への配置は完了した。 

 ②2011 年度は現地に集合し、午後のみ講義を行う開催形式であったが、2012 年度～

2017年度までは集合形式で午前から午後にかけて講義を受講、その後、認定試験を

行っていた。2016年、2017年に実施した肝炎医療 Coへのアンケート調査で、肝炎

医療 Co間の情報やコミュニケーションの不足が窺われたため、2018 年度より集合

形式で午前に講義、午後にワークショップを行い、その後、認定試験を行う形に変

更した。だが、2020 年度はコロナ禍であったため、Web上で期間内に必須である 6

講義を聴講後に Web 上で認定試験を受けてもらったが、2021 年度からはさらに期

間内に Web上で必須である 6講義を聴講後、Web上でワークショップと認定試験を

受けてもらった。 

 ③認定試験は 2012年度より導入され、マルチプルチョイス形式で行われている。2012

年度～2019年度までは現地で行っていたが、2020年度以降は Web上で行っている。 

 ④更新については、3 年毎としているが、更新するためには、再度、講義を聴講し、

ワークショップに参加して認定試験を受ける必要がある。 

(2)岩手県における肝炎医療 Coスキルアップ講習の歴史と変遷 

 岩手県では肝炎医療 Coスキルアップ講習は行っていないが、2019年度～2021年度は

製薬会社の協力得て「肝炎医療 Co Skill up Seminar」を行った。 
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A．研究目的 

肝がんの主な原因はウイルス性肝炎

であるが、C型肝炎は治療法の進歩によ

り、副作用の少ない内服薬で、慢性肝炎

から非代償性肝硬変まで治療が可能と

なり、ウイルス排除率は約 95％以上とな

った。したがって、肝炎ウイルス検査を

「受検」し、ウイルス感染が疑われる場

合は精密検査を受けるために医療機関

を「受診」して、感染が確認されれば抗

ウイルス薬による治療を「受療」し、さ

らに治療後も定期的な検査を受け、肝発

がんの有無をみてゆく「フォローアップ」

が大切となる。こうした「受検」「受診」

「受療」「フォローアップ」の各ステッ

プで役割を発揮することが期待されて

いるのが肝炎医療コーディネーター（Co）

であり、その育成が全国で行われている。

岩手県においても 2011 年度より養成が

始まり、毎年、養成研修会を行い、2011

～2023 年度までに 451 名が肝炎医療 Co

の認定を受け（図 1）、全市町村への配置

を完了した。 

 

 

今回、岩手県における肝炎医療Coの育成

とスキルアップの歴史と変遷について

報告する。 

 

B．研究方法 

岩手県の（1）肝炎医療 Co養成研修会

と（2）スキルアップ講習の歴史と変遷

について検討を行った。 

（倫理面への配慮）データは個人を特定

できる属性情報を削除して用いている

ため、倫理面の問題はない。 

 

C．研究結果 

(1)岩手県における肝炎医療 Co 養成研

修会の歴史と変遷 

 岩手県では、県主導で 2011 年度から

2023年度まで肝炎医療 Coを養成してき

た。2011年度は現地に集合し、午後のみ

講義を行う開催形式（図 2）であったが、

2012 年度～2017 年度までは集合形式で

午前から午後にかけて講義を受講、その

後、認定試験を行い、合格者を肝炎医療

Coに認定してきた（図 3）。 

 

図1．岩手県における肝炎医療Co養成研修 

受講者および認定者数 

図2．2011年度 養成研修会プログラム 
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しかし、2016 年、2017 年に実施した

肝炎医療 Co へのアンケート調査では、

肝炎医療 Co 間の情報やコミュニケーシ

ョンの不足が窺われた（図 4）ため、2018

年度より集合形式で午前に講義、午後に

ワークショップを行い、その後、認定試

験を行う形に変更した（図 5）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

だが、2020年度はコロナ禍で集合形式

での開催が困難となったため、新たな試

みとして、onlineでの肝炎医療 Co養成

研修会を実施した。Web上で期間内に必

須である 6 講義を聴講した者に認定試

験を受けてもらったが、2021年度からは

さらに期間内に Web上で必須である 6講

義を聴講した者にワークショップと認

定試験を受けてもらい、合格者を肝炎医

療 Coとして認定した（図 6）。 

 

 認定試験について、岩手県では、2012

年より導入され、マルチプルチョイス形

式で行われている。集合形式で行われた

2012年度～2019年度は 30分で、Webと

図 3．2012－2017 年度 養成研修プログラム 

図 4．肝炎医療 Co へのアンケート調査 

図 5．2018 年度肝炎医療 Co 養成研修会の変革 

図 6．2012－2017 年度 養成研修会プログラム 
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なった 2020年度～2023年度は 4時間の

間に回答して頂いている。 

 更新については、3年毎としているが、

更新するためには、再度、講義を聴講し、

ワークショップに参加して認定試験を

受ける必要がある。 

岩手県の肝炎医療 Co 養成研修会の変

遷を図 7に示す。 

 

(2)岩手県における肝炎医療 Co スキル

アップ講習の歴史と変遷 

岩手県では肝炎医療 Co スキルアップ

講習は行っていないが、2019年度～2021

年度は製薬会社の協力得て「肝炎医療 Co 

Skill up Seminar」を行った（図 8）。 

 

D．考察 

肝がんの主な原因が肝炎ウイルスで

あることより、肝炎ウイルス検査を「受

検」し、ウイルス感染が疑われる場合は

精密検査を受けるために医療機関を「受

診」して、感染が確認されれば抗ウイル

ス薬による治療を「受療」し、さらに治

療後も定期的な検査を受け、肝発がんの

有無をみてゆく「フォローアップ」を進

めてゆくことにより肝がんを予防して

ゆくことが重要である。そのためには、

各ステップを効率よく行なう方策が必

要であるが、「受検」「受診」「受療」「フ

ォローアップ」を進めてゆくうえで肝炎

医療 Co の働きが不可欠であると考えら

れる。本年度は、岩手県における肝炎医

療 Co 養成研修会とスキルアップ講習の

歴史と変遷について検討を行ったが、岩

手県では、県主導で 2011 年度より肝炎

医療 Co の育成をはじめ、全市町村への

配置が完了した。2011年度は集合形式で

午後のみの講義であったが、2012年度よ

り午前から午後にかけて講義を受講し、

その後に認定試験を行い、1日ですべて

を終了するといった形式で行っていた

が、2016 年、2017 年に実施した肝炎医

療 Co へのアンケート調査では、活動上

必要な事項として、「肝炎医療 Co養成研

修会」という回答で、「最新の知識と治

療法」や「行政制度」を知る機会で、実

務に役立つ内容であったと好評であっ

たが、履修項目が多く負担が大きいとい

う意見もあった。また、「行政担当者、拠

点病院、または肝炎医療 Co 同士の意見

交換」も必要であるとの回答を得たこと

から、2018年度からは午前中の講義を厳

図 7．岩手県の肝炎医療 Co 養成研修会の変遷 

図 8．肝炎医療 Co Skill up Seminar 
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選し、肝炎医療 Co に必要最小限の講義

を行い、午後にワークショップを開催し、

その後に認定試験を行う形式に変更し

た。しかし、2020年度は COVID-19流行

の影響もあり、Web上で期間内に必須で

ある 6 講義を聴講した者に認定試験を

受けてもらった。2021年度からはさらに

期間内に Web 上で必須である 6 講義を

聴講した者にワークショップと認定試

験を受けてもらった。自分の時間や都合

で講義を聴講してもらえるといった利

点が Web講義の利点であり、Webでのワ

ークショップは広い県土を移動する時

間が節約できるため、受講者には好評で

あった。 

認定試験について、2012 年度～2019

年度は集合形式で、2020 年度～2023 年

度は Web上で回答して頂いているが、今

後、出題内容、出題形式などについて再

考してゆく必要があると思われる。 

更新については、3年毎としているが、

更新するためには、再度、講義を聴講し、

ワークショップに参加して認定試験を

受ける必要があるため、更新者にとって

はハードルが高く、更新者が減る要因と

なっていると考えられるため、今後、更

新の要件を再度吟味する必要がある。 

岩手県では肝炎医療 Co スキルアップ

講習は行っていないが、今後、岩手県で

年 2 回行っている肝炎診療ネットワー

ク研修会を有効活用するなどの方策を

考えてゆく必要があると思われる。 

 

E．結論 

岩手県における肝炎医療 Co 養成研修

会とスキルアップ講習の歴史と変遷に

ついて検討を行った。 

(1)岩手県における肝炎医療 Co 養成研

修会の歴史と変遷 

 ①県主導で 2011年度より肝炎医療 Co

養成研修会を開始し、2011 年度～

2023 年度までに 451 名の肝炎医療

Coを養成し、全市町村への配置は完

了した。 

 ②2011年度は現地に集合し、午後のみ

講義を行う開催形式であったが、

2012 年度～2017 年度までは集合形

式で午前から午後にかけて講義を

受講、その後、認定試験を行ってい

た。2016 年、2017 年に実施した肝

炎医療 Co へのアンケート調査の結

果を踏まえ、2018年度より集合形式

で午前に講義、午後にワークショッ

プを行い、その後、認定試験を行う

形に変更した。だが、2020年度はコ

ロナ禍であったため、Web上で期間

内に必須である 6 講義を聴講後に

Web上で認定試験を受けてもらった

が、2021年度からはさらに期間内に

Web上で必須である 6講義を聴講後、

Web上でワークショップと認定試験

を受けてもらった。 

 ③認定試験は 2012 年度より導入され、

マルチプルチョイス形式で行われ

ている。2012 年度～2019 年度まで

は現地で行っていたが、2020年度以

降は Web上で行っている。 

 ④更新については、3年毎としている

が、更新するためには、再度、講義

を聴講し、ワークショップに参加し

て認定試験を受ける必要がある。 

(2)岩手県における肝炎医療 Co スキル
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アップ講習の歴史と変遷 

 岩手県では肝炎医療 Co スキルアップ

講習は行っていないが、2019 年度～

2021年度は製薬会社の協力得て「肝炎

医療 Co Skill up Seminar」を行った。 

 

F．政策提言および実務活動 

＜政策提言＞ 

・全国で統一したカリキュラムに加え、

地方の事情や特性を考慮して、肝炎医療

Co養成研修会を行ってゆく必要がある。 

・継続した活動ができるよう岩手県に

おける更新要件を再考することが必要

であると考えられる。 

・岩手県においてスキルアップ研修も

検討してゆく必要がある。 

 

＜研究活動に関連した実務活動＞ 

 実務活動として、岩手県肝炎医療 Co

養成研修会の企画し、実施している。 

 

G．研究発表 

1．論文発表 

なし 

 

２．学会発表 

1） 黒澤美甫、吉田雄一、宮坂昭生．多

職種連携で肝がん・重度肝硬変治療

研究促進事業助成対象者の拾い上

げ活動についての検討．第 59 回日

本肝臓学会総会（奈良）2023年 6月．

肝臓, 64巻 Suppl.1; A317, 2023 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

特記事項なし 

２．実用新案登録 

特記事項なし 

３．その他 

特記事項なし 
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